エラープルーフ化のためのワークシート２（対策案の生成）
ステップ      サブプロセス      :                                              

エラー（失敗モード）       :                                                                                                            
	原理
	質問
	対策

	作業・危険を排除する
	作業を取り除けないか？
	

	
	危険な物・性質を取り除けないか？
	

	エラーしやすい人の作業を置き換える（代替化）
	自動化できないか？
	

	
	指示、基準、ガイド等の支援を与えられないか？
	

	人の作業を容易にする
	変化・相違を少なくできないか？
（標準化する、マッチングを使うなど）
	

	
	変化・相違を明確にできないか？
（形を工夫する、色を使うなど）
	

	
	人間の能力に合ったものにできないか？
（見やすい大きさ、聞きやすい音、持ちやすい形など）
	


	原理
	質問
	対策

	異常を検出する
	異常な動作を検知できないか？
（自動的な検知・記録、マーシャリングなど）
	

	
	異常な動作が行えないようにできないか？
	

	
	異常な物・状態を検知できないか？
	

	影響を緩和する
	影響が生じないよう作業を並列にできないか／物を冗長にできないか？
	

	
	エラーが発生しても危険な状態にならないようにできないか？
	

	
	危険な状態になっても損傷が発生しないよう保護を設けられないか？
	


